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1，は じめ に

　鉄道 用の 突風探 知 シ ス テム 開発 に 向 けた 共 匠 プロ ジ ェ ク トの

一
環 と して 山形 県庄内平 野 で 突風 の 高 密度 観測 が行 わ れ て お

り、上 空の 渦 を伴 う突風 が多数抽出さ れ た。現在は こ の 特徴に

着 目 した 突 風 探 知 シ ス テ ム の プ ロ ト タ イ プの 開発 を 進 め て い

る， プ ロ ジ ェ ク トを通 して 突風の様々 な実態がわ か っ て 来た と

「司時 に、乗 リ越 える べ き新たな課 題 も明 らか に な っ て きて い る

（楠 ほ か 本 学会）。

　本研 究 で は そ の うち 以 下 の 課題 に焦 点 を 当 て た。（1）渦 の 適

正 で シ ーム レ ス な探知 ： レ ーダーの 分解能が低 ドする 遠方で は

小 さい 渦 が捉 え られ ない 。また、同
一時間帯 に複数 の 渦 が接近

して 存 在 して い る 場合に は、個々 の 渦の 認識が うま くい か ない

場合 が ある。（2）渦 の 不連続 な変 化 ： 海 陸で は粗 度 の 違い が大

き く、その ため 海 → 陸 の 渦の 特性 が不 連続 とな り急激 な変化 が

発生 す る可 能性 があ る。こ の課題 点 に関 して、複数 の 渦 が同時

に 存在 す る 気象 擾乱 が 海上 か ら上 陸 し 突風 を発生 さ せ た 2 つ の

事例 で 渦 の 自動 探知 テス トを実 施 したの で 報 告す る。
2．渦 の 自動検出状況

　2007 年 12 月 31 日 04 時 頂、日本 海か ら庄 内平野 に 向か っ

て ラ イ ン 状エ コ
ーが東進す る 際に 、シ ア ラ イ ン ーヒに 1司時 に 存

在 した 5 つ の 渦が庄 内平 野の 北 部〜中部 に 相次 い で 上 陸 し た。
特に 顕著な渦は 3つ 存在 し．こ の うち の 1つ が庄内地上 気象観

測 網 （楠 ほ か、2007 年秋 季 大会 ）の B1 地 点上 空 を通 過 した

04 時 05 分 48 秒 に 25．Om ／s の 突風 が観 測 さ れ た （猪 上 ほ か、
2009 年 春 季 大 会 P113 ）。こ の 事 例 に 対 し、　 JR 東 日本 余 目 駅

ドッ プラ
ーレ ーダーの データ を利用 した渦の 自動 探知テ ス トを

行 っ た と こ ろ、顕著 な 3 つ の 渦 を捉 える こ とがで きた 〔図 1）。
3 つ の 渦 の 検 出位 置は、目視 に よる解析で 検 出 された 位 置 と ほ

ぼ同 じで あ っ た。また、隣接 した 各渦 は混 同せ ずに 自動識 別 さ

れ た。
　 これ ら 3 つ の 渦 （北か ら 1〜3 の 番号 を振 る ；図 1 参照 ）に

つ い て、突風探 知 シ ス テ ム に より推定 された渦 の 直径 お よび接

線速度 を見る と （図 2）、渦 2 及 び渦 3 に お い て は、海 上か ら陸

上 へ と渦 が移 動 す るに つ れ て 渦直 径 が縮 小す る傾 向が 見 られ、
上 陸後 の 139．85

°
E 前後 で 直径 が 急激 に 拡 大 し、その 後 検 出

され な くな っ て い る．一
方で 、渦 1お よび渦 3 の 検 出初期 に お

い て は、渦直径が 大小 に 振 れ る傾 向が み られ 、渦の 形 成初期 に

お ける規 模の 特定 が 現状 の 突風 自動探 知 シ ス テム の プ ロ トタ イ

プで は不完全で ある こ と が 尓 唆 さ れ る。接線 速度の 推 定値か ら

は、各渦 の 上 陸 時に 値が
一

時的 に増 加す る様 子が 見 られ、特 に

渦 3 に つ い て は 上 陸後大 き な値 を 維持 して い た。
　 2009 年 1 月 23 口 午後、寒冷前 線 の 通 過時 に、庄 内平 野西

端の 海岸線付近 で 3 つ の 渦 が検出さ れ た。こ れ ら の 渦 の う ち、
中央 に検 出さ れ た 1 つ が庄 内地 上 気象観 測網 の C1 地 点の 上 空

を通過 し た 16時 40 分 22秒 に 最 大 風速 27．4m ／s を記録 した。
3 つ の 渦何れ も 日本海 か ら庄 内平 野 へ の 上陸前後 の 短時 間に の

み 検 出さ れ て い る （図 3）。こ れ ら 3 つ の 渦 は 検 出期 間 中、接

線 速度 が ゆる やか に増 大す る傾 向が 見 られ た。
　 今後 さ ら に 多 くの 事例 に お い て 検証 を お こ な い 、検 出状況 を

精 査す る。
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図 12007 年 12 月 31 日 03 二53 ；57−04 ；13122JST に お ける

3 つ の 顕著 な渦の 自動検 出位置 （● ）。＋ は そ の 他の 渦 の 自動

検出位 1　 （−04：18；13JST ま で ）。図 中の 円弧は JR 東 日本余
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レーダーか ら の 距 離 〔10km 毎 ） を示 す。　 x

は 庄 内地 上気 象観 測網．
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図 2　 図 1 に お け る 3 つ の 顕 著 な渦の 直径 （上 ） および接 線

速 度 〔下 ）の 自動 推定値。渦 1 〔x 〕、渦 2 〔＋ ）、渦 3 （Q ）。
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図 32009 年
．
L 月 23 目 16：35 ：56−16 ：4U8JST に 自動検

出 された 満の 位 置 （● ）．× ぱ庄 内地 上 気象観 測継、＋ は 庄 内

空港、

一 69一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


